
佐渡市総合計画策定に向けて ■作成 

 佐渡市総合政策課課 

 TEL：0259-63-3802 佐渡市高校生ワークショップ 『将来にわたって魅力的で、住み続けたい佐渡にするには？』【結果(学校別)】 
 
■開催概要 

 

 

 

 

■意見交換の結果概要 ※（ ）は同様の意見の数、２件以上は太字で表示 

分野 

①佐渡の魅力とは？ 
佐渡市の魅力について佐渡に住む理由である「強み」と島外に出て戻らない理由である「弱み」を出し合いました。 

②住み続けたい佐渡にするには？ 
佐渡市に住み続ける、将来戻ってくる人を増やすためのアイデアを出し合いました。 

〇強み（佐渡に住む理由） ▲弱み（島外に出て戻らない理由） 魅力向上策 

自然環境 自然 
・自然を近くに感じられる 

・自然が豊か 
  自然 ・マリンスポーツを増やす 

生活環境 

地域性 

・人がいないので近所迷惑を気にしなくて良い 

・人が少ないので、ある程度のことは都会より許されやす

い 

・地域の中でのつながりが強い 

・色々な人と関わりがもてる 

交通 

・移動に時間がかかる 

・交通が不便 

・公共交通機関が少し不便 

・高齢者が車がないと病院などに行くのが難しい 

交通 
・夜などのあまり人が乗らない時間のバスを減らし、人が多い時間のバスを増やす 

・バイクなどの免許がとれる年齢を下げる（自動車、トゥクトゥク） 

  ゴミ ・海や道路にごみが捨てられている 施設 

・ポンプや水道の整備を行い、それに対し助成金などを出す 

・空き家をリフォームしてみる 

・子育てなどしている人達に空き家を保育園・幼稚園などにかえてみる 

  
世界がせま

い 

・何をするとしても母集団が少ない 

・世間が狭くなりやすい⇒いらない思い込みをす

る 
遊び場 

・公園や遊び場を増やす 

・公園を増やす。危ないと理由で採用しない遊具をよっぽど危なくない限り取り入れてみる 

  老朽化 ・色々なところの老朽化が進んでいる   

  遊び場 
・近くで遊べる所があまりない 

・小さい子どもが遊べるところがあまりない 
  

子育て 

医療 

福祉 

子育て 
・子どもに対して保育士の数が多い 

・野山が身近なので自然派の子育てができる 
子育て  子育て ・地域の中で子育ての共有 

教育・仕事 教育 
・少ない分、1 人 1 人に時間をかけて教えることができ

る 
  教育 ・オンラインなどで予備校などが受けれるような形を作る 

食 食 
・ご飯がおいしい 

・ある程度自給自足できる 
  食 

 

観光・文化 

文化 ・佐渡ならではの文化がある   活動 ・ボランティアを増やす 

    文化 

・文化のワークショップで体験会を定期的（月 1～週 1）で開き、発表する場を設ける 

・能や鬼太鼓などの文化を全面的に出していく 

・ゴールデンカムイにおけるアイヌ文化のようなポジションで小説やマンガを執筆する 

    交流 ・友好都市間の交流を増やす・色々な学校の人達と話す 

    イベント 
・郷土食、文化に触れるイベント・ゴミを拾うイベントのお礼に食などをふるまう 

・イベント出店、ふるさと納税 
 

 

 

 

 

 

③将来の島づくりに向けて、 

私ができること 
各自で今できることや将来どのような

人になりたいかなどを発表しました。 

情報発信 仕事 今できることなど 

・佐渡の文化を知らない人たちに話して興味をもってもらう ・将来進学先で学んだことを生かして佐渡で就職する ・佐渡をモチーフにした絵を描く 

  

対 象 佐渡中等教育学校 

内 容 

説明 ・佐渡市の現状、移住・定住支援策 

・佐渡市高校生アンケート結果 

意見交換 

   ①佐渡の魅力とは？ 

   ②住み続けたい佐渡にするには？ 

   ③将来の島づくりに向けて、私ができること 

日 時 令和 8年 6月 29日(月) 15：30 ～ 16：30 

参加者 3名（1班）  

目 的 

佐渡市の新たなまちづくりの指針となる「佐渡市総合計画」を策定するにあたり、

将来の佐渡市の主役となる高校生の皆さんから「将来にわたって魅力的で住み続

けたいと思う島づくり」を進めるための考えやアイデアなどを寄せ合うこと。 

意見交換の様子 発表の様子 



■各班のご意見 ※（ ）は同じ班の中での同様の意見数。他の班も含め同様の意見が複数でたものは太字で表示。                     分野：■自然環境 ■生活環境 ■子育て・医療・福祉 ■教育・仕事 ■食 ■観光・文化 

班 
①佐渡の魅力とは？ ②住み続けたい佐渡にするには？ ③将来の島づくりに向けて、 

私ができること 強み（佐渡に住む理由） 弱み（島外に出て戻らない理由） 分 類 魅力向上策 

A

班 

自然 
・自然を近くに感じられる 

・自然が豊か 
  自然 ・マリンスポーツを増やす 

・将来進学先で学んだことを生かして佐渡で就職する 

・佐渡をモチーフにした絵を描く 

・佐渡の文化を知らない人たちに話して興味をもっても

らう おおらか 

・人がいないので近所迷惑を気にしなくて良い 

・人が少ないので、ある程度のことは都会より許され

やすい 

ゴミ ・海や道路にごみが捨てられている   

地域 
・地域の中でのつながりが強い 

・色々な人と関わりがもてる 
交通 

・移動に時間がかかる 

・交通が不便 

・公共交通機関が少し不便 

・高齢者が車がないと病院などに行くのが難し

い 

交通 

・夜などのあまり人が乗らない時間のバスを減らし、人が多い時間

のバスを増やす 

・バイクなどの免許がとれる年齢を下げる（自動車、トゥクトゥク） 

 

 

 
世界がせま

い 

・何をするとしても母集団が少ない 

・世間が狭くなりやすい 

⇒いらない思い込みをする 

施設 

・ポンプや水道の整備を行い、それに対し助成金などを出す 

・空き家をリフォームしてみる 

・子育てなどしている人達に空き家を保育園・幼稚園などにかえて

みる 

  老朽化 ・色々なところの老朽化が進んでいる 遊び場 

・公園や遊び場を増やす 

・公園を増やす。危ないと理由で採用しない遊具をよっぽど危なく

ない限り取り入れてみる 

  遊び場 
・近くで遊べる所があまりない 

・小さい子どもが遊べるところがあまりない 
  

子育て 
・子どもに対して保育士の数が多い 

・野山が身近なので自然派の子育てができる 
  子育て ・地域の中で子育ての共有 

教育 
・少ない分、1 人 1 人に時間をかけて教えることが

できる 
進学 

・大学・専門学校が無い 

・大学に進学する際、絶対に島外に出なくては

ならない 

・大手予備校がないので受験に弱い 

・島の外の学生たちがどれほど勉強に励んでい

るかわからない 

教育 ・オンラインなどで予備校などが受けれるような形を作る 

食 
・ご飯がおいしい 

・ある程度自給自足できる 
    

    活動 ・ボランティアを増やす 

文化 ・佐渡ならではの文化がある 

  文化 

・文化のワークショップで体験会を定期的（月 1～週 1）で開き、

発表する場を設ける 

・能や鬼太鼓などの文化を全面的に出していく 

・ゴールデンカムイにおけるアイヌ文化のようなポジションで小

説やマンガを執筆する 

  交流 
・友好都市間の交流を増やす 

・色々な学校の人達と話す 

  イベント 

・郷土食、文化に触れるイベント 

・ゴミを拾うイベントのお礼に食などをふるまう 

・イベント出店、ふるさと納税 
 

班の成果 


